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フ
カ
ガ
ハ
コ
メ
グ
ラ
ヤ
シ
キ

深
川
米
倉
屋
殴

江
戸
黒
江
町
に
あ
っ
た
加
賀
滞
の
米
政
。
脆
さ
二
千

四
百
三
十
二
歩
。

初
め
明
時
三
年
=
一且
町
人
向
列
六

右
衛
門
・向
到
彦
六
・升
屋
市
郎
右
術
門
よ
り
脈
う
た

地
で
、
高
治
元
年
か
ら
こ
l
A

に
米
合
を
設
喧
し
、
費

永
四
年
十
ご
用
問
老
土
屋
政
直
の
許
可
そ
得
亡
新
に

外
同
そ
作
。
、
次
い
で
そ
の
歩
数
を
改
め
て
二
千
六

百
六
十
八
歩
と
定
め
た
。
後
貸
出
町
十
年
一
一
且
の
火
災

に
土
泌
一
柳
類
焼
し
、
明
和
七
年
八
且
十

一
日
・
天

明
六
年
正
且
什
二
日
航
び
に
米
阪
の
額
鋭
し
た
こ
と

が
あ
り
、
僧
へ
て
明
治
に
至
っ
た
。

フ
カ
ガ
ハ
テ
イ

深
川
邸

江
戸
に
あ
っ
た
加
賀

滞
の
抱
屋
敷
で
前
項
の
深
川
米
屋
放
と
別
で
あ
る
。

そ
の
境
界
、
東
は
水
野
和
決
邸
、
聞
は
杉
浦
内
務
助

邸
で
、
隔
は
織
に
山
山
す
る
が
放
に
、
之
を
元
政
以
前

て務
フフ ゐ。 フ
カカ るこ カ
主主 。 の ~
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主宅

フ
カ
マ
チ
カ
ゲ
フ
サ

深
町
長
房
辺
都
次
郎
三

郎
。
父
制
m
U
白
川
持
は
和
泉
守
と
い
ひ
、
制
約
氏
に
仕

へ
て
江
州
に
戦
死
し
た
。
釘
隠
町
m
利
長
に
越
中
に

仕
へ

、
一
一一白
石
を
受
け
た
が
、
そ
の
子
勘
右
術
門
は

フ
カ
エ
ハ
チ
マ
ン
シ
ヤ

深
江
八
幡
社

羽
咋
部

深
江
に
鎮
座
す
る
。
貞
享
の
市
来
砲
に
は
、
そ
の
初

や
知
ら
ぬ
が
、
見
永
十
八
年
氏
子
中
か
ら
迎
史
、
{呂

m=一
一白
歩
宇
一抗
出
し
た
と
あ
る
。
今
以
に
八
備
制
批

と
説
す
る
。

ヤ
ク
分
役
。

色

フ
ウ
シ
チ
ヨ
ジ
ユ
ツ
モ
安
ロ
ヲ

富
子
著
述
目
録

一
加
。

綴
龍
広
閉
山
川
胤
の
編
逃
し
た
担
問
を
掲
げ
た

も
の
で
あ
る
。

プ
エ
武
江

石
川
郡
村
引
の
内
の
小
字。

プ
ガ
イ
武
亥

』
ク
ロ
ダ
プ
ガ
イ

銀
出
武
亥。

フ
カ
ウ
ラ

深
浦

路
島
都
能
川
木
院
に
邸
す
る
都

町問
。
久
間
騨
加
夫
郡
阿
良
加
志
比
古
前
枇
点
限
三
年
の

立
努
紋
に
深
浦

一
宇
と
あ
る
も
の
是
で
あ
る
。

フ
カ
エ

深
江

羽
咋
部
也
知
院
に
臨
す
る
部
稿
。

フ
カ
エ
ガ
ハ

深
江
川

羽
咋
制
杉
野
犀
領
谷
か

ら
続
出
し
、
吉
崎
領
で
包
知
潟
に
注
ぐ
。
流
棋
張
粁

kr
o
 

;も

の
江
戸
間
酬
に
お
へ
る
と
、
館
岸
寺
の
開
山
化
的
問
と
永
代

一

島
邸
と
の
聞
に
挟
ま
る
北
入
の
地
、
即
ち
口
躍
に
泊
る

一

と
い
ふ
。
天
和
三
年
深
川
郎
を
永
代
品

・
仙脳級
-U
の

一

雨
邸
と
共
に
円
相
府
に
納
れ
た
が
、
そ
の
涜
阪
地
な
る

一

た
め
収
め
ら
れ
ず
、氏
卒
三
年
誕
め
て
上
地
と
し
た
。

一

但
し
こ
の
後
の
江
戸
聞
に
、
向
深
川
附
十
品
川
判
M
Wの
一

有
な
る
如
〈
記
し
た
も
の
が
あ
る
の
は
、
恐
ら
く
税

一

訟
で
あ
ら
う。

一

フ
カ
サ
カ
深
坂
江
川
山
梢
篠
原
か
ら
筏
阪
新
に

一

フ
カ
h
m
ニ
コ
ウ
セ
ン

深
谷
鏑
泉
河
北
川
深
谷

町中
一
る
刷
の
坂
絡
を
い
ふ
。

一
に
在
っ
て
、

一
を
口
之
湯
と
抑
制
し
、

一
を
出
現
の
揚
と

フ
カ
ゼ

深

瀬

能
安
郡
白
山
下
に
幽
す
る
m
w
m
。

一
い
ふ
。
拠
の
泌
が
古
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
附
湯
を

こ
の
地
格
設
を
援
す
る
を
以
て
名
尚
い
。
明
治
什

一
一
文
政
元
年
と
僻
へ
る
の
は
何
か
机
践
が
あ
る
こ
と
で

年
の
白
山
註
記
に
、
『
村
務
在
-
一
山
川
険
問
之
削
↓
故

一
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
弘
化
中
諾
さ
れ
た
勉
隠
記
に
、

無
口
炭
産
吋
唯
剥
ν
曲
川
作
み
1
0

男
女
老
幼
務
従
v
m
。

一『
深
谷
に
近
証
よ
り
金
目
闘
を
抑
制
し
、
場
墜
を
建
て

抽脱出
ν
子
ν
市
以
n
H
z
家
計
。
而
只
木
材
不
ν
足
。
乃
仰
二

盗
行
す
。
但
し
共
湯
豆
っ
て
微
弱
な
り
と
て
、
是
を

之
越
前
飛
明
二
苫
。
』
と
見
え
る
。
畑
山
出
問
の
取
方
山
政

一
泊
し
て
約
す
。
而
匁
に
能
〈
胞
ず
と
い
ふ
。
』
と
あ
る

に
七
抑
制
制
が
あ
り
、
以
廻
り
七
米
入
札
叱
測
る
。
何
年

一
か
ら
で
あ
る
。
今
は
得
疾
に
特
効
が
あ
る
と
抑
制
す
る
。

一
宇
は
結
目
し
、

一
宇
は
帥
如
氏
せ
ず
、
互
に
制
交
符
一

・
フ
カ
ツ
ロ
歩

深
遠
銭
三
加
。
天

E
・文
品
開
腹

す
る
。
古
老
は
こ
の
七
抑
制
制
の
繁
茂
す
る
聞
は
、
部

一
良
川
引
の
説
話
で
、
前
川
利
家
・利
長
・利
治
に
m附
す
る

世
間
も
亦
締
法
を
維
持
す
る
と
信
ず
ろ
。

一
こ
と
が
多
い
。
若
者
不
持
。

フ
カ
生

深
田

江
川
山
郡
北
部
に
闘
す
る
部
説
。

一

フ
カ
マ
チ
カ
ゲ
ト
モ

深
町
景
知

大
単
寺
務
士
。

江
沼
芯
稲
に
、
出
野
兵
左
術
門
の
似
制
が
こ
の
村
に

一
宇
は
仙
止
。
秩
山
又
は
臥
制
と
脱
し
、
文
政
十
年
を

あ
る
と
犯
す
る
。

一
以
て
生
ま
れ
た
。
初
め
岩
原
聡
山
に
儒
を
怨
び
、
後

フ
カ
ダ

深
田

臥
軍
部
櫛
比
庄
に
邸
す
る
部
落
。

一
東
部
に
説
び
て
芳
野
金
腿
・安
井
忠
軒
・関
谷
宕
陰
等

フ
カ
ダ

深
田

珠
洲
榔
二
子
の
内
の
小
字
。

一
に
従
遊
し
、
安
政
二
年
務
校
の
句
的
削
と
な
り
、
紙

フ
カ
生
イ
シ
深
田
石

江
沼
山
総
立
か
ら
産
す

一
新
の
後
亦
月
七
校
に
敬
線
を
執
っ
た
。
明
治
十
四
年
十

る
石
材
。
直
結
土
民
総
土
で
、
資
色
宇
都
び
、
制
脆

一
且
三
十
日
五
十
抗
訟
で
現
。
お
す
郎
、秋
山
部
文
稿
・

弱

で

あ

る

。

中

附

排

義

・修
身
議
・
曲目
水
間
見
鍛
・
築
制
製
慌
が
あ

る。 百
問
。
羽
岡
部
の
最
北
で
、
終
に
臥
苦
ん
加
に
入
ら
ん
と

す
る
加
に
在
る。

能
E
R
名
跡
志
に
、『
ロ
来
よ
り
大
商

寺
ま
で
平
地
な
り
。
是
よ
り
錦
地
ま
で
は
峠
也
。
此

峠
の
谷
内
に
在
る
村
を
深
谷
村
と
い
ふ
。
是
ま
で
羽

脱
却
出
来
の
境
也
。
是
よ
り
邸
主
制
仁
障
の
郷
な

り。
』
と
肥
す
る
。

フ
カ
生
エ
ガ
ハ

子
浦

川
け
。

深
谷
川

↓
シ
ホ
ガ
ハ

浪
人
と
な
っ
て
病
死
し
、
勘
右
衛
門
の
子
孫
山
対
向

に
至
っ
て
、
利
治
か
ら
百
石
を
賜
は
。
、
利
治
ゆ
大

型
一寺
分
封
の
際
こ
れ
に
随
従
し
た
。

フ
カ
マ
チ
マ
ゴ
イ
チ

深
町
孫
市

大
即
時
守
務
士
。

文
政
九
年
十
月
縦
宅
前
山
利
之
の
命
を
受
け
、
'J
m

に
赴
き
て
有
様
慌
の
兵
邸
中
~
有
部
新
右
衛
門
に
制
は

ひ
、
皆
川
砕
を
得
た
る
後
郎
総
敬
授
し
た
。

フ

-mz
深
見

鹿
島
祁
=
一
一
引
保
に
邸
す
ろ
郎
官
問
。

フ
カ
ミ

深
見

臥
京
消
七
捕
庄
に
臨
す
る
郎
柄
。

明
治
二
十
年
際
邑
深
見
一
牛
際
分
を
併

A

科
し
た
。

フ
カ
ミ

深
見

臥
十
世
山
側
惣
領
の
内
の
小
'寸。

フ
カ
ミ
エ
キ

深
見
鷹
市
崎
抑
制
値
比
に
天
平

H
一年

三
且
十
五
日
越
前
抜
大
伴
地
主
が
越
中
守
大
作
家
持

に
附
っ
た
紋
の
明
容
に
、
『
以
=
今
且
十
四
日
-
到
二
地

深
見
村
4

望
s
奔
北
方
↓
陥
念
z

芳
態
。
何
日
能
休。

魚
以
n
隣
近
。
忽
m
-
h
品
舶
-
早
A

h

k

o

』
と
あ
り
、
川
年

〈
天
平
勝
貸
元
U
F1
ご
H
十
五
日
置
ね
て
地
中

h

か
ら
附

っ
た
倣
に
添
へ
た
恕
般
に
は
、
『
依
v
迎
昌
殿
伎
一附中臼

ィ
'tp

l

v
，Hnb

今
且
十
五
日
割
二
地
部
下
加
賀
湖
底

d

而
磁
見
日射
水

ァ
，
ネ
F

之
郷
叫
慾
締
結
a
深
海
之
村
リ
口封問
問z
胡
山内
吋
心
悲
=
拍

風
ぜ
来
ν
且
俳
倒
。
品
U

無
v
所
v
m
云
k

o
』
と
あ
る
。

深
見
の
畷
名
は
誕
百
別
式
に
紋
せ
ら
れ
る
が
、
利
白
抄

に
之
を
闘
き
、
日
つ
今
の
何
れ
の
地
に
飴
る
か
不
明

で
あ
る
。
然
る
に
上
記
の
文
に
よ
れ
ば
、
地
中
で
は
官

の
廓
伎
を
迎
へ
ん
が
銘
に
、
越
前
凶
部
門
加
引
悩
山

岳
上
に
到
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
与
に
加
賀
川
川
出
と

い
ふ
の
は
、
江
沼
・加
賀
ご
捕
の
境
で
は
な
〈
、
加

賀
郡
と
越
中
凶
と
の
界
で
あ
る
。
泊
中
~
こ
の
地
に
来

旬
、
彼
の
族
長
に
し
て
恩
人
た
る
家
持
が
、
位
法
か

ら
ぬ
射
水
部
の
凶
府
に
在
る
こ
と
を
思
ひ
、
闘
っ
て

而
隊
見
z
M
削
水
之
州
地
-
と
い
ひ
、
惣
緒
的
制
=
深
滋
之
村
-

と
い
う
た
の
で
あ
る
。
結
の
守
は
前
に
絡
字
あ
る
に

郎
じ
、
深
海
は
拐
に
地
中
山
中
の
削
る
地
で
あ
る
。
深
海

フ
ウ
ーー
フ
力

七

一
四


